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一
、
従
来

の
研
究

と
問
題
点

昭
和
十
八
年

の
寺
宝
調
査
で
、
表
紙
も
奥
書
も
な
く
行
間
紙
背
等
に

諸
師

の
註
疏
を
書
き
入
れ
た
古
写
経
が
、
親
鶯
の
真
蹟

と
し
て
認
め
ら

れ
、
翌
年

「観
猛
州量
寿
経
集
註
」
「阿
弥
陀
経
集
註
」
と
仮
題

し
て
影

印
さ
れ
た
。
爾
来
、
本
書
は
親
鶯
の
浄
土
教
研
鎖
の
私
的
な
研
究

ノ
ー

ト
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
本
書
は
そ
の
研
究
の
成

果
に
よ
っ
て
は

(
一
)
親
鶯
が
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
浄
土
教
の
典
籍

を
研
究
さ
れ
た
の
か

(
二
)
法
然
門
下
に
お
け
る
親
鶯
の
位
置
は
ど
の

よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
か
等
の
問
題
の
重
要
な
鍵
と
な
り
得
る
。

ま
た
、

本
書
は

「選
択
集
」
と

「教
行
信
証
」
と
の
間
に
あ
る
と
も

い
え
る
。
「教
行
信
証
」
の
二
つ
の
問
答
に
見
ら
れ
る
親
鶯

の
問
題
意

識
は
、
法
然
門
下
諸
師
の
念
仏
や
信
心
の
理
解
と
深
く
具
体
的
に
関
連

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が

(拙
論

「信
巻
三
一
問
答
設
問
の
意
義
に
つ
い

て
(1)
(
2
)
」
参
照
)
、
「選
択
集
」
を
受
け
た
親
驚
が
ど
の
よ
う
に

「教
行
信

証
」

へ
展
開
し
て
い
く
か
を
知
る
手
掛
り
を
本
書
は
示
し
て
い
る
。
そ

の
意
味
で
、
(三
)
法
然
門
下
諸
師
の
観
経

・
阿
弥
陀
経
理
解

と
ど

の

よ
う
な
同
異
が
既
に
見
ら
れ
る
か
を
本
書
を
通

じ
て
窺
う
こ
と
は
意
義

深

い
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
を
念
頭
に
お
き
つ

つ
、
(
一
)

の
親

驚

の

浄
土
教
研
鎖

の
状
況
を
知
る
基
礎
的
作
業
と
し
て
、
本
書
の
経
文
の
定

本

の
問
題
を
若
干
考
究
し
た
い
。

従
来
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
製
作
年
代
に

つ
い
て
は
宗
暁

二

一
五
一
-
一
二
一
四
)
の
編
集
し
た

「
楽
邦
文
類
」
と
善
導

の

「般
舟

讃
」
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
ず

「集
註
」
に
朱
書
さ
れ
る

「楽
邦
文
類
」

は
中
国
で
慶
元
元
年

(
一
二
〇
〇
)
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
日

本
に
将
来
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
将
来
の
時
期
や

親
鶯
が
朱
書
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
諸
説
あ

っ
て
問
題
が
残
る
。
次
に

「般
舟
讃
」
は
建
保
五
年

(
一
二
一
七
)
-
親
鶯
四
十
五
歳
-
に

仁
和
寺

で
発
見
さ
れ
た
が

「集
註
」
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
点

や

「集
註
」
に
見
ら
れ
る
親
驚
の
書
風
等
か
ら
、
製
作
の
年
代
は
法
然

膝
下
時
代
か
ら
親
鶯
四
十
五
歳
ま
で
の
間
と
い
う
説
が
有
力
で
あ
る
。

ま
た
元
照
の

「阿
弥
陀
経
義
疏
」
や
前
掲

の

「楽
邦

文
類
」

の
引

「
観
経
弥
陀
経

集
註
」

の
研
究

(
森

田
)
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用
、
本
書
使
用

の
字
体
等
か
ら
親
鶯

の
宋
代
浄
土
教
受
容
に
つ
い
て
も

注
目
さ
れ
て
い
る
。
法
然
門
下
の
中
で
宋
代
の
浄
土
教
受
容
に
積
極
的

で
あ

っ
た

の
は
親
鶯
と
長
西
と
良
忠
で
あ
る
が
、
親
驚
が
最
も
よ
く
消

化
摂
取
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
小
川
貫
弐
氏
は

「集
註
」
に
多
く

見
ら
れ
る
新
し
い
宋
朝
文
字
は
親
驚
の
宋
朝
文
化

へ
の
傾
倒
を
示
す
も

の
と
指
摘
さ
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
故

「集
註
」

の
製
作

に

つ
い
て

「
日
宋
交
通

の
漸
く
盛
ん
と
な
ら
ん
鎌
倉
前
期
に
、
宋
朝
諸
師

の
釈
文

を
は
じ
め
宋
朝
の
新
し
い
文
字
を
自
由
に
使
用
さ
れ
る
点
」
を
問
題
と

さ
れ
、
本
書
が

「東
国
の
経
廻
か
ら
帰
洛
に
近
い
頃
」
に
製
作
さ
れ
た

の
で
は
と
推
論
さ
れ
る
こ
と
も
注
意
し
た
い
。

二
、

「
集
註
」

の

「
観
経
」

の
経
文

に

つ
い
て

「集
註
」
の
所

々
に
親
鷲
の
校
異
の
跡
が
み
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
系
統
の
定
本
や
異
本
を
参
照
し
て
経
文
を
確
定
さ
れ
た
の
か
現
在

の

と
こ
ろ
明

ら
か
で
は
な
い
。
既
に
禿
氏
祐
祥
氏
が
影
印
版
の
解
説
に
お

い
て
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
本
書
の
経
文
は
現
行
の
流
布
本
と
相
違
す
る

と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
宋
版

の
大
蔵
経
の
将
来
で
あ
る
。
平
安
時

代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
日
本
で
は
、
末
法
思
想
の
昂
揚
に
つ
れ

て
、
写
経
が
救
済
を
得
る
贋
罪
符
と
見
な
す
風
潮
が
普
及
し
た
た
め
、

一
切
経
会

(
一
切
経
の
書
写
・
奉
納
)
が
流
行
し
、
そ
れ
が
背
景

と
な

っ

て
宋
版
の
大
蔵
経
の
将
来
が
盛
ん
と
な

っ
た
。
ま
た
、
宋
朝

の
最
初
期

は
所
謂
禁
書
政
策
に
よ

っ
て
書
物
の
輸
出
が
制
限
さ
れ
る
が
、
少
し
ず

つ
国
外
に
流
出
し
、
南
宋
に
な
る
と
国
威
の
低
下
に
よ

っ
て
制
限
は
緩

み
、
多
く
の
書
物
が
民
間
貿
易
等
に
よ
っ
て
朝

鮮
や

日
本
に
渡
来

し

た
。宋

版

の
大
蔵
経
は
北
宋
の
政
策
の

一
つ
と
し
て
な
さ
れ
た
開
宝
勅
版

を
嗜
矢
と
し
、
以
後
数
百
年
に
亘

っ
て
数
種
類

の
雛
印
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
次
の
四
種
類
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。

(
1
)
 
福
州
東
禅
等
覚
院
版

(宮
内
庁
図
書
寮
蔵
)

北
宋
福
建
省
東
禅
寺
の
沖
真
等
の
発
願
に
よ

っ
て
元
豊

三
年

二

〇
八
〇
)
-
政
和
二
年

(
一
一
一
二
)
に
か
け

て
完
雛
。

(
2
)
 
湖
州
思
渓
円
覚
禅
院
版

(大
谷
大
学
蔵
)

南
宋

一
切
経
。
王
氏

一
族
の
喜
捨
に
よ
っ
て
紹

興

二
年

(
一
一
三

二
)
頃
よ
り
雛
印
さ
れ
た
が
完
離
年
時
は
不
明
。

(
3
)
 
平
江
府
砂
砂
版

(龍
谷
大
学
蔵
)

願
主
や
起
源
は
不
明
で
あ
る
。
最
も
古
い
刊
記
は
紹
定

四
年

二

二
三
一
)
で
あ
る
か
ら
こ
の
頃
の
着
手
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

(
4
)
 
高
麗
再
雛
版

(高
麗
大
蔵
経
)

高
麗

の
高
宗
が
高
宗
二
十
三
年

(
一
二
三
六
)
-
高
宗

三
十

八
年

(
一
二
五
一
)
に
か
け
て
顕
宗
朝

(
一
〇

一
〇
-
一
〇
三
一
)
の
初
雛

版
を
再
離
。
内
容
的
に
は
初
雛
版
を
受
け

る
。

こ
の
四
つ
の
版
本
に

(
5
)
大
正
大
蔵
経
を
加

え
て
、
「集
註
」
と
比

較
校
合
し
た
も
の
の

一
部
が
左
表
で
あ
る
。
大
谷
大
学
蔵
の
思
渓
版

の
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「阿
弥
陀
経
」

が
散
逸
し
て
い
た
こ
と
も
あ

っ
て

「観
経
」

二
十
八
帖

に
限

っ
て
校
異
し
た
。
記
号
T
は
東
禅
寺
版
と
同
じ
、
記
号
S
は

「集

註
」
と
同
じ
、
記
号
#
は

そ
れ
の
み
が

「集
註
」
と
同
じ
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

以
上
の
校
異
箇
所
は
全
部
で
二
百
余
箇
所
に
な
る
。
異
体
字

・
音
通

等
問
題

の
残
る
と
こ
ろ
も
あ
る
も
の
の
全
般
的

な
傾
向

は
把
握

で
き

る
。
次
表
に
基
づ
い
て
そ
れ
を
述

べ
る
こ
と
と
す
る
。

表

<B
>

(1
)
 東
、

思
、
磧
、
麗
、
大
が
共
通

で
か

つ
集
と
相
違
…
…
…
二

九

(
2
)
 東
と
集
と
の
相
違
…
…
五

九

(
3
)
 思
と
集
と
の
相
違
…
…
一

〇
二

(4
)
 磧
と
集
と
の
相
違
…
…
六

六

(
5
)
 麗

と
集
と
の
相
違
…
…
一

三
二

(
6
)
 思
、
磧
、
集
が
共
通
で
他
と
相
違
…
…
三

〇

(7
)
 東
、
麗
、

集
が
共
通

で
他
と
相
違
…
…
五

(8
)
 磧
の
み
集
と
共
通
で
他
と
相
違

(#
)
…
…
三

〇

(
9
)
 東
の
み
集
と
共
通
で
他
と
相
違
…
…
一

(
10
)
 思
の
み
集
と
共
通
で
他
と
相
違
…
…
一

(
1
1
)
 
麗

の
み
集
と
共
通
で
他
と
相
違
…
…
〇

ま
ず
東
禅
寺
版
や
高
麗
版
と

「集
註
」
と
を
比
べ
る
と
、
表

<B
>
の

(
2
)
(
5
)
 
が示
す
よ
う
に
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
多

い
。
し
か
も
、
表

<A
>
二
四
帖
の
6
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
東
禅
寺
版
と
高
麗
版
は

「観

表

<
A
>

「観
経
弥
陀
経
集
註
」

の
研

究

(
森

田
)
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経
」
の
初
観
、

二
、
四
、
五
、
八
、
十

一
-
十
五
観
の
末
尾
が

「作
是

観
者
」
等

十
六
字
か
ら
二
八
字
分
多
く
な

っ
て
い
る
。

次
に
思
渓
版
や
磧
砂
版
と

「集
註
」

と
を
比
べ
る
と
、
表

<B
>
の

(
3
)
 (
4
)
が
示
す
よ
う
に
東
禅
寺
版
や
高
麗
版
よ
り
も

「集
註
」
に

近
い
。
な
か
で
も
磧
砂
版
は
他
に
比
べ
て

「集
註
」
と
相
違
す
る
と
こ

ろ
が
少
な
い
と
言
え
る
。

ま
た
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
表

<B
>
の

(
8
)
が
示
す
よ
う
に
、
一

磧
砂
版
だ
け
が

「集
註
」
と

一
致
し
て
他
と
は
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
か

な
り
あ
る

(
三
〇
箇
所
)
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
同
じ
比
較
を
他

の
三

版
で
し
た
表

<B
>
の

(
9
)
 (10
)
 (
1
1
)
を対
比
す
れ
ば
明
白
で
あ

る
。し

か
も
、
「
集
註
」
と
磧
砂
版
は

「睡
時
」
と
し
て
他
版
は

「食
時
」

と
す
る

(
七
帖
)
と
か
、
表

<
A
>
二
六
帖
の
8
の
よ
う
な
文
章
内
容
に

関
す
る
と

こ
ろ
で
磧
砂
版
の
み
が

「集
註
L
と

一
致
す

る

こ
と
が
多

い
。以

上
の
こ
と
か
ら
宋
版
四
版
の
中
で
は
、
東
禅

寺
版
や
高
麗
版

と

「集
註
」

の
経
文
は
系
統

の
違
う
も
の
で
あ
り
、
磧
砂
版
が
最
も

「集

註
」
の
経
文
に
近

い
と
言
え
る
。

三
、
結

び

以
上
考
察
し
た
よ
う
に
、
「
集
註
」
の
経
文
に
は
独
自
の
も

の
が
あ

っ
て
問
題
は
残
る
と
は
い
え
、
宋
代

の
浄
土
教
並
び
に
宋
朝
文
化
に
進

取
的

で
あ

っ
た
親
驚
の
態
度
か
ら
し
て
も
、
「
集
註
」
と
宋
代
大

蔵
経

と
の
関
係
は
否
定

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
で
も
磧
砂
版
が
他
版
に
比

べ
て

「集
註
」
に

一
層
近
い
こ
と
か
ら
、
親
鷲
が
磧
砂
版
か
そ
の
系
統

の
も
の
を
参
照
せ
ら
れ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
磧
砂
版
の
雛

印

の
起
源
や
日
本

へ
の
将
来
の
時
期
が
定
か
で
な
い
の
で

一
概

に
は
論

ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
も
し
磧
砂
版
の
雛
印
や
将
来
が
最
古
の
刊

記
紹
定
四
年

(
一
二
三

一
)
に
近
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「集
註
」
の

製
作
年
代
に
も
大
い
に
関
わ
っ
て
く
る
と
言
え

る
。

そ
れ
に
つ
い
て

「集
註
」
に
散
見
す
る
親
鶯

の
校
異
の
中
で
注
意
す

る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
表

<A
>
二
四
帖
の
2
で
示
し
た

「願
」
の

字

の
と
こ
ろ
に
あ
る
頭
註
で
あ
る
。
こ
の

「願
」
の
字
は

「集
註
」
と

磧
砂
版

の
み
が

一
致
し
、
他
版
は
全
て

「大
願
」
と
な

っ
て
い
て
、
先

述
し
た

「集
註
」
と
磧
砂
版
が
近
い
こ
と
を
示
す

一
例
で
あ
る
。

こ
こ

に

「古
本
大
字
」
と
読
め
る
朱
書
の
校
異
が
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
親

驚
が
採
用
し
た
新
し
い
本
と
磧
砂
版
と
が

一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ

こ
の
よ
う
な
例
は
他
に
も
あ
り
、
磧
砂
版
は
他
版
よ
り
も
比
較
的
新
し

い
も
の
と
言
え
る
が
断
定
は
で
き
な
い
。

こ
こ
で
は
、
「集
註
」
の
製

作
年
代
が
従
来

よ
り
も
遅
く
な
る
可
能
性
も
あ

る
と
い
う
程
度
に
止
め

て
お
き
た
い
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
で
註
は
略

し
た
。(龍

谷
大
学
講
師
)
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